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岡山大学大学院保健学研究科 

博士学位申請要領 

《論文博士》 

 

◎ 論文博士の学位審査の実施方法 

１．資格確認 －学位申請資格の確認及び審査－ 

２．申請手続 －論文博士の学位申請手続－ 

３．学位審査 

４．学位授与 

［別紙］ 

02_岡山大学大学院保健学研究科における博士の学位授与に関する内規 

03_（資格審査用）履歴書・職歴一覧・研究業績一覧 

04_様式乙－１～乙－６ 

05_様式乙－１～乙－６（記入例） 

06_主論文の要旨（記入例） 

07_内容要旨（作成例） 

08_連絡先等届 

 

     注意事項 

      ・「学位申請要領」は年度により受付期間等が異なるので，必ず学位申請を行う 

       年度のものを使用してください。 

 

≪ 保健学研究科ＨＰアドレス ≫ 

https://www.fhs.okayama-u.ac.jp/ 

                          をご参照ください。  

https://www.fhs.okayama-u.ac.jp/


【学位申請資格】 

岡山大学大学院保健学研究科における博士の学位授与に関する内規（抜粋） 

第３条 博士課程を経ない者で，学位の授与の申請をすることのできるものは，保健学研究科指

導教員のもとで，提出論文の研究に直接従事した期間が３年以上であり，なおかつ次の各号の

一に該当するものとする。 

一 大学院の博士課程において，所定の期間在学し，所定の単位を取得して退学した者 

二 大学院の修士課程を修了した後，４年以上の研究歴を有する者 

三 大学を卒業した後，６年以上の研究歴を有する者 

四 短期大学又は高等専門学校を卒業した後，９年以上の研究歴を有する者 

五 高等学校を卒業した後，１２年以上の研究歴を有する者 

六 その他，前各号以外の学歴を有する者で，研究歴が博士課程修了者と同等以上と認めら

れた者 

２ 研究歴とは，次の各号に掲げる学位授与の日までの期間とする。 

一 大学の専任教員として研究に従事した期間 

二 大学の研究生として研究に従事した期間 

三 大学院の学生として在学した期間 

四 官公庁，会社等において研究に従事した期間 

五 その他，著書，学術論文，学術講演，学術報告，特許等によって研究に従事したことが

確認された期間 

３ 前２項を満たすかについて，別に定める期間内に申請をし，学位申請の資格確認を受ける必

要がある。ただし，第１項の一に該当する者の内，本研究科博士後期課程を単位修得満期退学

するものは，資格確認を免除する。 

４ 資格確認の認定は，教務委員会が行う。研究歴に疑義が生じた場合は，教務委員会において

審議し，岡山大学大学院保健学研究科教授会（以下「研究科教授会」という。）に報告する。 

５ 学位申請論文は筆答著者として執筆し，査読制度のある雑誌に掲載又は掲載確定しているも

のとする。加えて，第３項の但し書きに該当しない者は，学位申請論文は３本（主論文１本，

副論文２本）とする。内，主論文は雑誌にアクセプトした時点で JCR（Journal Citation Reports）

又は SJR (Scimago Journal & Country Rank)の分野別ランキングにおいて上位２５％以上（Ｑ１）

に位置する雑誌に掲載又は掲載確定したものとする。 

  



◎ 論文博士の学位審査の実施方法 

事項 取 扱 要 領           

資
格
確
認 

（１）学位の授与を受けようとする者のうち，保健学研究科博士後期課程を単位修得満期退学した者

以外の者は，紹介指導教員の承認を経た後，学位申請資格の確認のため次の書類を，医歯薬学総

合研究科等学務課保健学科・保健学研究科担当に提出すること。 

保健学研究科博士後期課程を単位修得満期退学した者は，資格審査は不要であるが，紹介指

導教員の承認は得ること。 

一 履歴書（職歴一覧添付）・・・１部 ［資格審査用］ 

二 研究歴を証明する書類（成績証明書等）・・・各１部 

三 研究業績一覧・・・１部 ［資格審査用］ 

四 提出論文 

  ・主論文・・・１部 

  ・主論文の掲載誌・掲載予定証明書等・・・各１部 ［様式乙－１］ 

  ・主論文がアクセプトした時点の分野別ランキングにおいて上位２５％以上（Q1）で

あることが確認できるもの・・・１部 

  ・副論文（２本以上）・・・各１部 

  ・副論文の掲載誌・掲載予定証明書等・・・各１部 ［様式乙－１］   

（２）資格確認書類の受付期間は４月，及び１０月の別に定める日 

学
位
申
請
手
続 

（１）学位の申請資格有りと判定された者は，定められた様式に沿って，必要書類を医歯薬学総合研究

科等学務課保健学科・保健学研究科担当に提出すること。論文表紙及び全ての書類において，論

文題目の記載を完全一致させること 

一 学位申請書・・・１部 ［様式乙－２］ 

二 履歴書・・・１部 ［様式乙－３］ 

三 論文目録・・・１部 ［様式乙－４］ 

四 学位論文 

主論文・・・５部 

主論文共著者の承諾書・・・１部 ［様式乙－５］ 

理由書（共著者が１１名以上の場合）・・・１部 

【資格確認を受けた者は次の書類が必要】副論文（２本以上）・・・各５部 

五 参考論文・・・各４部 

六 主論文の要旨・・・４部 

七 学位論文の内容要旨・・・５部 

八  岡山大学学術成果リポジトリ登録依頼書・・・１部 ［様式乙－６］ 

九  電子媒体ファイル※  

※ 主論文〈掲載前の最終原稿〉，主論文の要旨，副論文〈掲載前の最終原稿〉，内容

要旨〈主論文の部分のみ。主論文以外の副論文，履歴書等の部分は含めないこと。〉  

十  学位審査手数料 

十一 連絡先等届・・・１部［連絡先等届］ 

（２）学位申請書類の受付期間は５月，及び１１月の別に定める日 



学
位
審
査 

１ 学位論文の審査に当たっては，学位申請者の出席を求め，学位論文の，内容の説明を聴取の上，

審査を行うものとする。 

２ 学位審査委員会は，大学院の博士課程を修了した者と同等以上の学力があるか否かの確認を行う

ために学位論文を中心としてこれに関連ある専門科目及び専門の学術研究を行うのに必要な外国

語（１か国語）の能力について審査する。 

３ 審査委員会は主査１名，副査２名の教員をもって組織する。ただし，指導教員，副指導教員及び紹

介指導教員並びに共著者は審査委員会の委員になることはできない。加えて，過去に在籍していた

者の審査委員会については，在籍時の指導教員及び副指導教員も委員になることはできない。 

４ 審査に当たっては，必要に応じ他の教員の出席を求めることができる。 

５ 審査は公開とし，保健学研究科学生及び保健学科教員は聴講することができる。 

６ 発表スライドの２枚目（タイトルスライドの後）にて利益相反（COI）の状態を開示すること。  

学
位 

授
与 

学位論文の審査に合格し，博士課程を修了した者と同等以上の学力があると確認された者に対して，

学位が授与されます｡ 

※その他詳細については「岡山大学大学院保健学研究科における博士の学位授与に関する内規」

を参照。 

１．資格確認  －学位申請資格の確認及び審査－ 

（１） 学位申請資格の確認 

岡山大学学位規則第５条第２項の規定により，大学院の博士課程を経ないで学位の授与を受けようと

する者は，学位論文の提出に先立ち，紹介指導教員の承認を経た後，学位申請資格の有無の審査を

受けなければない。 

ただし，保健学研究科博士後期課程を単位修得満期退学した者は，資格審査は不要である（紹介指

導教員の承認は得ること）。 

（２） 紹介指導教員について 

原則，紹介指導教員は，申請する分野の教授となるが，加えて，保健学研究科に在籍していた者に

ついては，在籍時の正指導教員とし，退職等による場合は，申請する分野の教授となる。 

まずは，学務課保健学科・保健学研究科担当に連絡をとり，紹介指導教員の選定を依頼すること。学

務課保健学科・保健学研究科担当はそれを受けて，分野に対して紹介指導教員の選定を依頼する。選

定結果は分野から申請者に通知する。 

〈学務課保健学科・保健学研究科担当メールアドレス〉  

ishiyaku-g-hoken@adm.okayama-u.ac.jp 

（２） 学位申請資格の審査 

学位申請資格の確認申請があった場合は，保健学研究科教務委員会において，学歴・研究歴等の

資格審査を行い，結果は，紹介指導教員を通して通知する。 

（３） 学位申請資格確認の時期  

資格確認書類受付期間 資格審査月 学位授与予定日 

令和８年  ４月  ６日  ～ ４月１０日  ５月  令和８年  ９月２５日付  

令和８年  ９月２８日  ～１０月  ２日  １１月  令和９年  ３月２５日付  

mailto:ishiyaku-g-hoken@adm.okayama-u.ac.jp


      備考 

① 書類の受付期日は厳守のこと。期限を過ぎた場合は，受付はできません。 

② 受付期間は，土曜，日曜日及び祝日は除く。 

③ 受付時間帯９：００～１２：００，１３：００～１７：００ 

④ 資格審査日時及び場所等は，後日お知らせします。 

⑤ 保健学研究科を単位修得満期退学した者は，資格審査は不要。 

（４） 申請書類 

履歴書，研究業績一覧様式及び様式「乙－１」は，保健学研究科ホームページのシステム・諸手続，

大学院生向け，学位申請など（https://www.fhs.okayama-u.ac.jp/for_gs/#app）で配付。 

一 履歴書（職歴一覧添付） 所定用紙（資格審査用）・・・１部 

・ 研究期間は，次の「研究歴を証明する書類」と一致させてください。 

・ 職歴はすべて記入してください。 

二 研究歴を証明する書類（成績証明書等）・・・各１部 

・ 事前に各担当係に作成を依頼し，提出してください。 

保健学研究科学生：医歯薬学総合研究科等事務部学務課保健学科・保健学

研究科担当（管理棟１階） 

岡山大学病院職員：岡山大学病院総務課人事労務グループ（管理棟４階） 

三 研究業績一覧 所定用紙（資格審査用）・・・１部  

  ・ Ａ４版（１枚程度）で作成してください。 

四 提出論文・・・各１部 

主論文・・・１部 

・ 詳細については，下記「２．申請手続－論文博士の学位申請手続－」の「四 学位論文（主論文）

を参照。 

主論文の掲載誌・掲載予定証明書等・・・１部 ［様式乙－１］ 

・ 論文が掲載済の場合：「主論文の掲載誌・掲載予定証明書」（様式乙－１）を記入。 

・ 論文が掲載予定の場合：論文が掲載済みの場合の対応に加え，アクセプトレター(本紙)を添付。 

主論文がアクセプトした時点の分野別ランキングにおいて上位２５％以上（Q1）であること

が確認できるもの・・・１部 

・ 主論文がアクセプトした時点の分野別ランキングにおいて上位２５％以上（Q1）であることが確認

できるもの。 

 副論文（２本以上）・・・各１部 

・ 詳細については，下記「２．申請手続－論文博士の学位申請手続－」の「五 副論文」を参照。 

 副論文の掲載誌・掲載予定証明書等・・・各１部 ［様式乙－１］ 

・ 論文が掲載済の場合：様式乙―１のタイトルを書き換えて作成。 

・ 論文が掲載予定の場合：論文が掲載済みの場合の対応に加え，アクセプトレター(本紙)を添付。 

（５） 提出先 

岡山大学医歯薬学総合研究科等事務部学務課保健学科・保健学研究科担当 

〒700-8558 岡山市北区鹿田町２－５－１ TEL：086-235-6929 

※郵送された申請書類は受理しない。申請者本人が直接持参出来ない場合は，紹介指導教員を通し

て提出すること。 

https://www.fhs.okayama-u.ac.jp/for_gs/#app


（６） 留意事項 

・ 研究歴や申請内容，申請論文等に関して疑義がある場合，資格確認申請前に教務委員会におい

て個別に審議することが必要なものもあります。 

（例：研究歴に関すること，掲載雑誌に関すること，申請論文が複数筆頭者の場合など） 

・ 審議が必要と考えられる場合は，早めに教務グループ保健学研究科担当まで申し出てください。申

し出られた日によっては審議が翌月以降となる場合もあります。 

・ 資格確認申請書類に記載された個人情報については，資格審査のみに使用します。 

２．申請手続  －論文博士の学位申請手続－ 

（１） 申請資格 

岡山大学学位規則第５条第２項の規定により学位の授与を受けようとする者で，「１．資格確認」により

学位申請資格の認定を受けた者 

（２） 学位申請の時期及び学位授与日 

申請書類受付期間 審査の時期 学位授与予定日 

令和７年 ６月 ９日 ～ ６月１５日 ７月～８月 令和７年  ９月２５日付  

令和７年１２月１５日 ～１２月２１日 １月～２月 令和８年  ３月２５日付  

備考 

① 書類の受付期日は厳守のこと。期限を過ぎた場合は，受付はできません。 

② 受付期間は，土曜，日曜日及び祝日は除く。 

③ 受付時間帯９：００～１２：００，１３：００～１７：００ 

（３） 申請書類 

様式「乙-２～５」及び「連絡先等届」は保健学研究科ホームページのシステム・諸手続，大学院生向

け，学位申請など（https://www.fhs.okayama-u.ac.jp/for_gs/#app）で配付。全ての書類において，論文

題目の記載を完全一致させること。 

一  学位申請書  所定用紙（様式 乙－２）・・・１部 

・ 写真（縦５ｃｍ×横４ｃｍ，カラー・白黒どちらでも可）を貼付すること。 

二  履歴書   所定用紙（様式 乙－３）・・・１部 

三  論文目録   所定用紙（様式 乙－４）・・・１部 

四  学位論文（主論文）・・・５部（審査委員３，紹介指導教員１，学部事務１） 

・ 学位論文は客観的公正な査読が行われている学術論文誌※１※２へ掲載あるいは掲載確定の原著

論文１本。 

※１（保健学研究科博士後期課程を単位修得満期退学した者）  

掲載誌は,［CurrentContents］［ExcerptaMedica（EMBASE）］［IndexMedicus（MEDLINE）］のいず

れかに集録された欧文誌が望ましい。（当該学科紀要，岡山医学会雑誌は博士号学位論文の掲

載誌としては不可。ただし，岡山医学会雑誌は審査が通った後に掲載された場合は可。）主論文

の掲載誌・掲載予定証明書（様式乙－１）を提出すること。 

https://www.fhs.okayama-u.ac.jp/for_gs/#app


 

※２（資格確認を受けた者） 

JCR（Journal Citation Reports）又は SJR (Scimago Journal & Country Rank)の分野別ランキング

（以下「分野別ランキング」という。）において上位２５％以上（Ｑ１）に位置する雑誌であること 

・ 別刷りあるいは，最終原稿を印刷の上，ホチキスで平綴じし，製本テープ等で簡易製本したものを提

出すること。 

・ 共著の場合は学位論文申請者が筆頭者であり，共著者の中に保健学研究科所属の教員あるいは

過去に所属していた教員が含まれること。加えて，共著者数は内容に見合った数で且つ１０名以内が

望ましい。申請者を除いた共著者数が１１名以上の場合は，理由書（様式任意）を添付すること。（や

むを得ず邦文誌の場合は，共著者数は５名以内とする。） 

・ 当該論文を学位論文とすることに対する共著者全員の承諾書（様式乙－５）を添付すること。承諾書

は原則，原本を提出すること。海外の共著者など，原本の取得が困難な，やむを得ない事情がある場

合は，E-mail での添付ファイルとしての共著者承諾書を印刷したものの提出も認める。ただしその際

は，共著者承諾書の依頼と回答の E-mailのコピー(内容の和訳つきのもの)も同時に提出すること。 

五 副論文・・・各５部（審査委員３，紹介指導教員１，学部事務１） 

・ 博士号学位論文と密接な関連を有する，あるいはそれを補完する査読のある学術論文誌へ掲載の

論文，及びそれに準ずる論文。資格確認を受けた者は２本以上提出すること。保健学研究科博士後

期課程を単位修得満期退学した者は提出任意。 

・ 別刷りあるいは，最終原稿を印刷の上，ホチキスで平綴じし，製本テープ等で簡易製本したものを提

出すること。 

・ 副論文を提出する者のうち資格確認期間に副論文の掲載誌・掲載予定証明書（様式乙－１のタイト

ルを書き換えて使用）を提出していない者は提出すること。副論文が掲載予定の場合，掲載予定であ

ることを証明できる文書等（証明書（本紙）又はレター（Ｅメール等））を添付のこと。 

六  参考論文 ［任意］・・・ 各４部（審査委員３，紹介指導教員１） 

・ 当該分野における査読のある学術論文誌へ掲載の論文，及びそれに準ずる論文。評価に堪えうるも

の，客観性を有するものを求める。 

七  主論文の要旨・・・４部 

・ 日本語で４００字程度（英語 220語程度）に納めること（Ａ４版） 

・ 基本は日本語で書き，日本語が難しい留学生については英語でも可とする。 

・ 主論文の abstractの単なるコピー・翻訳したものではなく，論文全体の内容を規定文字数に合わせ自

分の言葉で改めて要約し，よく推敲したものを求める。 

八  内容要旨（主論文，副論文，参考論文）・・・５部 

・ 主論文，副論文，参考論文などの学位論文全体に関するもの。 

・ 日本語※で３，５００字程度（英語１，９２５語程度）に納めること。内，主論文に関する記載はＡ４版３ペ

ージ（日本語で３，０００字（英語１，６５０語程度），図表含む）以上とすること。 

・ 基本は日本語で書き，日本語が難しい留学生については英語でも可とする。 

・ ホチキスで平綴じし，製本テープ等で簡易製本したものを提出すること。 

九  岡山大学学術成果リポジトリ登録依頼書所定用紙（様式乙－６）・・・１部 

・ 岡山大学学術成果リポジトリ登録についての詳細は「（参考）学位規則改正による博士学位論文のイ

ンターネット公表について」を確認すること。 



十  電子媒体ファイル 

・ これらのファイルは法令・規則（学位規則（昭２８文部省令第９号）第八条・第九条，岡山大学学位規

則（平１６岡大規則第１号）第２０条・第２１条）に基づき岡山大学学術成果リポジトリ（https://ousar.lib.oka

yama-u.ac.jp/ja）及び，国立国会図書館に登録・インターネット上で公開するためのものである。 

①主論文〈掲載前の最終原稿〉 

・ 掲載前の最終原稿を PDF化し，ファイル名は「氏名（主論文）fulltext」とする。論文本文と図表を

分けず，一本化したものを提出すること。 

②副論文〈掲載前の最終原稿〉 

・ 副論文を学位申請時に提出した場合のみ提出。 

・ 掲載前の最終原稿を PDF化し，ファイル名は「氏名（副論文）other1」とする。複数ある場合は，oth

er2，other3・・・とする。 

・ 論文本文と図表を分けず，一本化したものを提出すること。 

③主論文の要旨 

・ wordファイルで提出。ファイル名は「氏名（主論文の要旨）」とする。 

④内容要旨〈主論文の部分のみ〉 

・ 内容要旨の内，主論文の部分のみを抜粋したものを PDF化し提出する。 

・ ファイル名は「氏名（内容要旨抜粋）summary」とする。 

十一  論文審査手数料５７，０００円 

・ 本学大学院の博士課程に所定の修業年限以上在学し，所定の単位を修得して退学した者が，退学

後１年以内に博士の論文を提出した場合には，論文審査手数料を免除する。 

十二 連絡先等届（所定用紙）・・・１部 

（４）提出先 

・申請書類「 十 」以外について 

  岡山大学医歯薬学総合研究科等事務部学務課保健学科・保健学研究科担当 

   〒700-8558 岡山市北区鹿田町２－５－１   TEL：086-235-6929 

※郵送で届いた申請書類は受理しない。申請者本人が直接持参出来ない場合は，紹介指導教員を通

して提出すること。 

・申請書類「 十 」について 

電子メールにて下記メールアドレスに件名を「博士学位申請・氏名」として送付。 

教務グループ保健学研究科担当メールアドレス  

 ishiyaku-g-hoken@adm.okayama-u.ac.jp 

（５）留意事項 

・ 申請書類の事前（提出前）確認は随時受付けます。ただし，申請書類受付期間中は確認できない場

合がありますので，受付期間前に申し出てください。 

・ 申請書類に記載された個人情報については，学位審査及び事務連絡にのみ使用します。ただし，学

位を授与された者に係る個人情報は，法令・規則（学位規則（昭２８文部省令第９号），岡山大学学位

規則（平１６岡大規則第１号））に基づき報告及び公表し，当該論文及び要旨等については，インター

ネット公表されます。 

https://ousar.lib.okayama-u.ac.jp/ja
https://ousar.lib.okayama-u.ac.jp/ja
mailto:ishiyaku-g-hoken@adm.okayama-u.ac.jp


・ 岡山医学会雑誌への投稿論文を「学位申請論文」として使用する場合の手順は以下です。 

①著者は，投稿時，論文原稿に「学位申請論文」であることを明記し，印刷に回さないように依頼する。 

②学位審査委員から指摘された問題点は，著者が納得の上，審査委員と相談しながら可能な限り修

正する。保健学研究科教授会で学位審査に合格した場合，審査委員長が承認した修正論文を岡山

医学会雑誌編集部に提出し，印刷に回してもらうよう依頼する。 

・ 学位審査に合格しなかった論文については，審査委員は何らの責任を負わず，著者は何らの義務を

負わない。 

３．学位審査日程等について 

（１） 審査日時及び場所等については，紹介指導教員にご確認ください。 

（２） 学位審査時のプレゼンテーション方法（審査室設置機器） について，学位審査室設置の機器は，

該当の教室により異なりますが，ほとんどの教室でマイク（有線），マイク（ワイヤレス），スクリーン，プロ

ジェクター（RGB接続，HDMI接続）が設置されています。プレゼンテーションを行う上で，他に必要

な機器がありましたら，まずは，紹介指導教員にご相談ください。 

（３）審査結果は，紹介指導教員を通じてお知らせします。 

４．学位授与 

学位論文の審査に合格し，博士課程を修了した者と同等以上の学力があると確認された者に対して

学位が授与されます。学位記授与式に関しては，「連絡先等届」の連絡先に通知します。 



学位規則改正による博士学位論文の
インターネット公表について

平成25年4月1日付け学位規則改正により、博士学位論文全文の公表について、これ
までの印刷公表に代えてインターネット公表により行うことになりました。

インターネット公表は授与大学の協力を得て行うこととなっており、岡山大学では「岡山
大学学術成果リポジトリ」での公表となります。
また、国立国会図書館でも全文データを保管し原則インターネットで公開します。

 
岡山大学学術成果リポジトリは、岡山大学の研究・教育成果を蓄積・発信する全文

データベースです。岡山大学に所属（過去に所属された方含む）の教職員・学生の方の
研究・教育成果物を対象に登録し、インターネット上で無料公開しています。

例外について
やむを得ない事由で授与後1年以内に公表できない場合は大学の承認を受けて全文

に代えて要約を公表します。やむを得ない事由としては以下のような場合が考えられま
すが 大学の承認を得ることが必要となります 登録依頼書に理由を明記してくださいすが、大学の承認を得ることが必要となります。登録依頼書に理由を明記してください。
ただし、承認された場合もやむを得ない事由が解消した場合は公表が求められます。国
立国会図書館の公開についても同様の扱いとなります。

また、やむを得ない事由があると承認された場合も、求めに応じて大学および国立国
会図書館が閲覧に供します。
・ 著作権や個人情報に関わる制約がある場合
・ 特許の申請に関わる場合
・ 出版刊行 雑誌投稿を予定している場合 など出版刊行、雑誌投稿を予定している場合 など
※ 図書館で出版者の著作権を確認した結果、本文のリポジトリでの公表が1年以内に

できない場合も、本文に代えて要約を公開します。

登録に必要なもの
次のものを各研究科教務担当へご提出ください。（登録は図書館で行います。）

① 岡山大学学術成果リポジトリ登録依頼書
② 学位論文全文データ② 学位論文全文デ タ
③ 要約（※）データ ※呼称は各研究科で異なる

なお、提出にあたっては、注意事項をよくお読みください。締切については各教務担当
へご確認ください。

図書館での登録の流れ
① 登録依頼書の確認

② 学術雑誌等掲載論文の場合は、出版社等との権利関係・著作権上の問題がないか② 学術雑誌等掲載論文の場合は、出版社等との権利関係 著作権上の問題がないか
どうかを調査

③ 岡山大学学術成果リポジトリへ登録・公開

岡山大学学術成果リポジトリとは？ https://ousar.lib.okayama-u.ac.jp/ja/page/thesis

https://ousar.lib.okayama-u.ac.jp/ja/page/thesis


提出データについて
• データの内容は博士学位論文として冊子で提出したものと同一にしてください

提出にあたっての注意事項

• デ タの内容は博士学位論文として冊子で提出したものと同 にしてください。

• 学術雑誌掲載論文の場合は、著者最終原稿（※）を提出してください。

• 原則としてデータはPDFで提出してください。ただし無理な場合はWordなど他の形式でも結構です。

• 論文本文データのファイル名はfulltext としてください。副論文その他データはother（複数ある場
合は、 other1、other2、…）としてください。

• 要約データのファイル名はsummaryとしてください。

• データには暗号化、パスワード設定、印刷制限等を行わないでください。

著作権について（主論文の他、副論文、参考論文含む）
• 共同研究者、共著者がいる場合は、事前に全員の許諾を得てください。（学位論文の使用に加え、

学位論文としてインターネット公開されることについての許諾も必要です。）

• 論文中に他者の著作物が含まれる場合は、事前にその権利者から許諾を得てください。

その他
• 登録依頼書の提出にあたっては指導教員の確認を得てください。

※ 著者最終原稿とは（資料：北海道大学図書館作成）

【本件お問い合わせ先】

岡山大学附属図書館  リポジトリ・資産管理グループ

〒700‐8530 岡山市北区津島中3‐1‐1
TEL：086‐251‐7315 FAX：086‐251‐7314 E‐mail：libcat@adm.okayama‐u.ac.jp
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